
成
で
き
ず
、
作
業
か
ら
帰
っ
て
幕
舎
で
倒
れ
る
者
が
日
増
し
に

ふ
え
、
筆
舌
で
は
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
過
酷
な
状
態
で
あ
っ

た
。
年
が
明
け
て
三
月
ご
ろ
よ
り
食
事
が
よ
く
な
り
出
す
。
夜

は
食
堂
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
炊
事
係
の
人
た
ち
の

努
力
で
い
ろ
い
ろ
の
工
夫
が
さ
れ
た
献
立
と
な
り
、
我
々
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
た
。

収
容
人
員
一
万
人
。
炊
事
は
第
一
、
第
二
と
分
か
れ
て
い
て
、

私
は
第
二
炊
事
の
糧
秣
倉
庫
で
復
員
ま
で
こ
こ
で
働
く
こ
と
と

な
る
。
毎
日
、
糧
秣
の
払
い
出
し
、
駅
へ
米
、
大
豆
な
ど
の
受

領
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
へ
の
野
菜
、
缶
詰
な
ど
の
調
達
受
領
。
ソ
連

兵
歩
■
へ
の
食
糧
の
払
い
出
し
も
あ
り
、

大
変
な
仕
事
だ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
復
員
が
始
ま
り
収
容
人
員
も
減
少
し
、
第
二
炊

事
は
閉
鎖
さ
れ
、
第
一
炊
事
の
倉
庫
へ
移
る
。

昭
和
二
十
四
年
七
月
、
復
員
の
編
制
が
な
さ
れ
、
そ
の
一
員

と
し
て
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
ナ
ホ
ト
カ
へ
向
か
う
。
七
月
二

十
七
日
、
恵
山
丸
に
て
舞
鶴
港
に
上
陸
、
帰
国
と
な
る
。

戦
後
五
十
年
、
共
に
帰
国
を
夢
に
頑
張
り
、
つ
い
に
望
み
を

果
た
し
得
ず
し
て
凍
土
に
散
っ
た
戦
友
の
こ
と
は
、
一
日
と
て

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

静
岡
県
　
赤
堀
四
郎
　 

大
正
五
年
静
岡
生
ま
れ
。
地
元
高
小
卒
後
、
家
業
の
農
業
手

伝
い
後
、
上
京
。
書
籍
店
に
勤
む
。
現
役
兵
と
し
て
昭
和
十
三

年
三
月
、
広
島
集
合
。
関
東
軍
綏
芬
河
陸
軍
病
院
要
員
と
し
て

入
隊
。
以
来
、
転
属
二
回
。
二
十
年
六
月
、
第
十
一
国
境
守
備

隊
解
散
、
歩
兵
第
二
七
九
連
隊
編
制
。
八
面
通
に
駐
屯
し
、
西

方
自
興
屯
に
陣
地
構
築
作
業
に
入
る
。
同
年
七
年
、
朝
鮮
兵
百

三
十
名
、
現
地
召
集
兵
約
八
百
名
入
隊
あ
り
。
衛
生
業
務
多
忙

を
極
む
。
装
備
は
銃
及
び
帯
剣
な
ど
皆
無
で
、
竹
製
水
筒
携
行
、

軍
服
は
通
常
支
給
あ
り
、
全
員
陣
地
構
築
に
就
く
。

八
月
九
日
未
明
、
ソ
連
機
の
飛
来
、
爆
弾
及
び
機
銃
掃
射
を

受
け
開
戦
を
知
る
。
八
月
十
二
日
、
連
隊
は
牡
丹
江
市
民
防
衛

の
命
を
受
け
、
東
方
愛
河
に
転
進
、
第
一
、
第
三
大
隊
を
も
っ

て
布
陣
す
る
。
第
二
大
隊
は
前
記
自
興
屯
に
残
留
、
ソ
連
の
前

進
の
防
御
に
苦
戦
、
つ
い
に
全
滅
す
る
。
愛
河
に
お
け
る
戦
闘



は
師
団
砲
兵
隊
の
援
護
を
受
け
、
来
襲
敵
戦
車
約
三
十
車
両
中

七
両
を
破
壊
す
る
も
、
な
お
進
入
す
る
戦
車
に
決
死
隊
を
編
制
、

爆
破
を
敢
行
。
各
中
隊
と
も
に
戦
死
者
、
負
傷
者
多
数
に
及
ぶ
。

部
隊
は
八
月
十
四
日
夜
半
、
横
道
河
子
方
面
へ
退
却
を
開
始
す

る
途
中
、
橋
梁
爆
破
に
友
軍
が
失
敗
し
た
た
め
ソ
連
戦
車
の
■

撃
を
受
け
、
部
隊
は
混
乱
す
る
。
八
月
十
八
日
、
横
道
河
子
へ

到
着
、
終
戦
を
知
る
。
生
き
残
っ
た
戦
友
た
ち
と
無
事
を
喜
び

合
い
、

戦
争
は
こ
れ
で
本
当
に
終
わ
っ
た
の
か
と
不
安
な
が
ら
、

胸
を
な
で
お
ろ
す
。
ソ
軍
に
よ
る
武
装
解
除
も
間
近
に
迫
っ
た

の
で
、
武
器
一
切
を
付
近
の
川
に
投
入
す
る
。

武
装
解
除
後
、
海
林
ま
で
ソ
軍
監
視
の
下
に
行
軍
野
宿
し
、

収
容
所
生
活
と
な
る
。
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
牡
丹
江
駅
に
作
業

兵
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
兵
士
の
話
に
よ
る
と
、
ソ
連
行
き
の

貨
物
車
の
輸
送
準
備
ら
し
い
が
、
ソ
連
か
ら
来
る
列
車
に
逆
送

さ
れ
て
く
る
。
病
人
や
弱
兵
ら
が
多
数
あ
る
た
め
、
作
業
不
能

者
を
送
り
返
す
の
だ
。
作
業
大
隊
は
み
な
ソ
連
行
き
で
、
日
本

へ
帰
国
は
ウ
ソ
だ
と
明
言
し
た
。
私
は
こ
の
話
を
信
じ
、
覚
悟

を
決
め
て
い
た
。

入
ソ
は
十
月
末
、
牡
丹
江
駅
よ
り
貨
車
に
詰
め
込
ま
れ
、
非

衛
生
な
家
畜
並
み
の
扱
い
を
受
け
、
約
一
カ
月
後
、
収
容
地
タ

イ
セ
ッ
ト
地
区
ネ
ー
ベ
ル
ス
カ
ヤ
に
着
く
。
も
う
一
面
の
銀
世

界
。
こ
の
駅
ま
で
は
鉄
道
が
で
き
て
お
り
、
行
軍
は
少
し
く
ら

い
。
十
月
十
五
日
、
海
林
編
制
の
作
業
第
一
四
八
大
隊
千
名
は

こ
の
地
に
完
全
抑
留
の
身
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
兵
か
囚
人
収
容

の
古
び
た
天
幕
が
並
び
立
ち
、
幕
舎
生
活
が
始
ま
っ
た
。
石
油

基
地
が
あ
り
、
糧
秣
の
基
地
と
町
作
り
の
計
画
で
作
業
は
倉
庫

と
官
舎
の
建
築
が
主
だ
っ
た
。
倉
庫
完
成
後
は
、
毎
日
到
着
す

る
貨
車
よ
り
倉
庫
へ
搬
入
、
特
に
樺
太
か
ら
の
冷
凍
サ
ケ
・
マ

ス
の
五
十
ト
ン
車
が
多
く
、
昼
夜
別
な
く
強
制
労
働
で
酷
使
さ

れ
た
。
入
浴
な
ど
全
く
な
く
、
冬
季
は
週
一
回
く
ら
い
、
小
桶

二
杯
で
全
身
を
洗
う
。
シ
ラ
ミ
な
ど
の
発
生
も
多
く
、
設
備
が

で
き
て
か
ら
は
月
一
同
程
度
、
衣
服
の
乾
熱
消
毒
あ
り
。
身
体

検
査
は
、
裸
体
に
な
り
、
尻
の
肉
を
つ
ま
ん
で
の
健
康
度
等
級

を
つ
け
て
作
業
に
出
す
な
ど
、
ま
こ
と
に
乱
雑
な
も
の
だ
っ
た
。

労
働
は
大
工
仕
事
と
鉄
道
路
盤
の
土
盛
り
作
業
、
汽
車
用
燃

料
マ
キ
づ
く
り
、
鉄
道
橋
梁
は
木
製
の
た
め
、
橋
脚
の
丸
太
打

ち
込
み
作
業
、
こ
れ
は
満
州
よ
り
の
戦
利
品
ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー

ゼ
ル
杭
打
機
を
使
用
し
た
が
、
ノ
ル
マ
倍
達
成
、
増
食
と
な
っ



た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

労
役
の
統
制
管
理
は
本
部
が
行
い
、
ソ
連
側
作
業
主
任
が
ほ

と
ん
ど
指
示
し
た
。
作
業
出
発
、
往
復
路
の
監
視
は
厳
し
か
っ

た
が
、
異
変
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
衣
服
類
は
当
初
は
着

の
み
着
の
ま
ま
に
て
、
自
分
で
補
修
す
る
も
、
乞
食
以
下
の
哀

れ
な
姿
で
働
か
さ
れ
た
が
、
後
年
は
何
と
か
支
給
あ
り
、
困
る

こ
と
も
な
く
な
る
。

食
事
情
は
、
入
ソ
当
時
は
皮
つ
き
高
粱
や
粟
、
小
麦
、
大
豆
、

エ
ン
ド
ウ
な
ど
で
、
副
食
は
魚
、
肉
、
野
菜
な
ど
ほ
と
ん
ど
な

く
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
一
切
れ
の
ス
ー
プ
く
ら
い
。
空
腹
に
堪
え
ら

れ
ず
野
草
を
多
食
し
た
た
め
、
栄
養
失
調
者
が
続
発
、
死
亡
者

が
出
た
。
二
年
目
後
半
こ
ろ
よ
り
、
食
物
も
質
量
と
も
に
若
干

ふ
え
る
。
休
日
は
た
ま
に
は
あ
っ
た
が
衣
服
補
修
な
ど
で
、
娯

楽
な
ど
不
可
能
。

民
主
化
教
育
は
三
年
目
あ
た
り
か
ら
本
格
的
と
な
り
、
神
経

を
使
わ
な
い
吊
る
し
上
げ
と
な
る
。
作
業
懲
罰
は
厳
し
く
、
建

築
屋
根
の
へ
ぎ
板
打
ち
の
折
、
兵
の
手
が
凍
っ
て
小
釘
打
ち
が

困
難
で
ノ
ル
マ
上
が
ら
ず
、
現
場
で
焚
き
火
を
し
た
と
こ
ろ
へ

収
容
所
長
が
来
て
、
焚
き
火
は
不
可
、
責
任
者
の
お
ま
え
は
営

倉
だ
と
、
三
日
間
、
野
菜
貯
蔵
庫
の
凍
り
つ
く
中
に
入
れ
ら
れ

た
。
そ
れ
が
原
因
か
、
四
年
目
の
春
、
懲
罰
大
隊
に
送
ら
れ
た

が
、
そ
の
収
容
所
は
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
監
視
兵
に

話
し
、
同
僚
八
人
で
カ
ッ
タ
マ
ー
ロ
部
落
の
作
業
場
に
起
居
と

な
り
、
鉄
道
完
成
区
の
レ
ー
ル
測
定
と
補
修
を
す
る
。
監
視
兵

も
な
く
、
囚
人
一
人
の
老
人
と
自
由
な
労
働
が
で
き
た
。
過
ぎ

し
過
酷
な
抑
留
生
活
も
深
く
考
え
悩
ん
で
い
て
は
日
本
帰
国
ま

で
体
が
も
た
な
い
と
思
い
、
何
事
も
現
時
点
の
労
役
作
業
を
適

宜
に
こ
な
し
て
い
き
、
余
分
な
こ
と
は
考
え
な
い
と
い
う
気
持

ち
で
過
ご
し
た
。

帰
国
の
知
ら
せ
は
最
初
の
入
ソ
地
ネ
ー
ベ
ル
ス
カ
ヤ
の
収
容

所
で
受
け
た
が
、
全
く
夢
心
地
で
あ
っ
た
。
あ
あ
、
こ
れ
で
も

う
ノ
ル
マ
の
生
活
か
ら
脱
出
で
き
た
か
と
感
無
量
。
ナ
ホ
ト
カ

に
集
結
、
約
一
カ
月
民
主
教
育
を
徹
底
的
に
受
け
、
よ
う
や
く

乗
船
に
至
る
。
船
内
平
穏
無
事
、
舞
鶴
港
に
上
陸
。
諸
検
査
の

上
、
一
路
郷
里
静
岡
へ
。

軍
隊
、
抑
留
と
空
白
の
十
二
年
、
出
お
く
れ
た
戦
後
社
会
で

は
、
生
活
基
盤
は
年
老
い
た
両
親
の
家
業
た
る
農
業
を
や
る
し

が
な
か
っ
た
。




